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１．概要 

 本制御基板は硬貨受入払出装置（以下コインメック）及び紙幣検証装置（以下ビルバリ）と上位

制御装置を通信するために必要なインターフェイス基板である。 
 上位制御装置との通信制御はＲＳ２３２Ｃより行い、すべて上位制御装置からのコマンドに対し

てレスポンスを返す事により制御を行います。コマンドはアスキーコードで行い、ターミネータに

はキャリッジリターン（０ＤＨ）を送信します。 
 

２．一般仕様 

 
 １）電源入力 
   電  源：ＤＣ２４Ｖ±１０%（ＤＣ２１．６Ｖ～ＤＣ２６．４Ｖ） 
        （コインメックビルバリはこの仕様を満足すること） 
   消費電流：０．５Ａ以下（ＤＣ８Ｖ：０．４Ａ使用時） 
   注）電源ＤＣ２４Ｖはコインメック、ビルバリのＤＣ２４Ｖへ供給している為、 
     使用されるコインメック、ビルバリのＤＣ２４Ｖの消費電流合計して下さい。 
 
 ２）電源出力 
   コインメック用電源：ＤＣ８Ｖ±５％、ＤＣ２４Ｖ（仕様はコインメックに準拠） 
   ビルバリ用電源  ：ＤＣ８Ｖ±５％、ＤＣ２４Ｖ（仕様はビルバリに準拠） 
   注）ＤＣ２４Ｖは最大２Ａ（供給元よりスルー出力）。ＤＣ８Ｖは最大０．４Ａ 
 
 ３）対応コインメック 
   日本コンラックス製 ＣＬＸ－１０ 又はそれに準拠する物 
 
 ４）対応ビルバリ 
   日本コンラックス製 ＮＢＸ－１２２０  又は準拠品 
 
 ５）受入設定金額最大値 
   ビルバリの仕様の最大値 
 
 ６）通信ポート 
   ＲＳ２３２ポート×１ ハードウエアハンドシーク無し 
   プロトコル固定：ボーレート９６００ ビット長８ ストップビット１ パリティー奇数 
 
 ７）補助用Ｉ／Ｏポート 
   フォトカプラ入力   ８点（ＤＣ２４Ｖ ６ｍＡ以下） 
   オープンコレクタ出力 ８点（ＤＣ２４Ｖ ４０ｍＡ以下 
                 コレクタ・エミッタ間飽和電圧 １．２Ｖ最大） 
 
 ８）外形寸法 
   １００×１１０㎜ 高さ１１㎜（コネクタ部を除く最大値） 
 
 ９）エスクロ禁止機能 
  エスクロ禁止コマンドを発行する事によりエスクロを禁止します。エスクロを禁止した場合、 
  紙幣はエスクロせず金庫に引き込まれます。設定金額一致後の紙幣はエスクロされ入金クリア 
  コマンドで金庫に引き込まれます。但しビルバリがＮＢＸ－１Ｙ接続時のみ有効です。 
  それ以外の動作は保証しません。 
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 １０）コインメック，ビルバリ通信モニタＬＥＤ 
  通信正常時：ＬＥＤ点灯 
  通信異常時：ＬＥＤ消灯 
  内部異常時：ＬＥＤ点滅 
 
  注）電源投入時（又は、コインメック，ビルバリイニシャル時）にビルバリ有り無しを 
    判断しています。従って、電源投入時にビルバリ通信が完全に遮断されていた場合 
    （断線等）ビルバリ無しと判断し通信正常（ＬＥＤ点灯）になります 
 
 １１）ディップスイッチ 
  全てＯＦＦで使用してください（出荷時の設定で使用のこと） 
 

３．コネクタ接続説明 

 １）ＣＮ１：電源供給コネクタ（日圧製：Ｂ２Ｐ－ＶＨ） 
 

番号 内容説明 

１ ＤＣ２４Ｖ入力 

２ ０Ｖ（ＤＣ２４Ｖ系） 
 

 ２）ＣＮ２：上位通信コネクタ（日圧製：Ｂ７Ｂ－ＸＨ－Ａ） 
 

番号 内容説明 

１ 使用不可 

２ 送信データ（出力） ＴＸＤ（ＲＳ２３２Ｃ） 

３ 受信データ（入力） ＲＸＤ（ＲＳ２３２Ｃ） 

４ 使用不可 

５ 使用不可 

６ ＧＮＤ （０Ｖと絶縁） 

７ ＧＮＤ （０Ｖと絶縁） 

 
 ３）ＣＮ３、ＣＮ４：コインメック、ビルバリ接続コネクタ（日圧製：Ｂ６Ｂ－ＸＨ－Ａ） 
 

番号 内容説明 

１ ＤＣ２４Ｖ出力 

２ ＤＣ８Ｖ出力 

３ ＳＹＮ出力 

４ 送信データ出力（ビルバリ、コインメックの受信データ入力に接続） 

５ 受信データ入力（ビルバリ、コインメックの送信データ出力に接続） 

６ ０Ｖ（ＤＣ２４Ｖ系） 
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 ４）ＣＮ５：出入力コネクタ（富士通コンポーネント製：ＦＣＮ－３６４Ｐ０２４－ＡＵ） 
 

番号 内容説明 
１Ａ 汎用入力１ ０Ｖに接続でＯＮ 入力等価回路参照 
１Ｂ 汎用入力２ ０Ｖに接続でＯＮ 入力等価回路参照 
２Ａ 汎用入力３ ０Ｖに接続でＯＮ 入力等価回路参照 
２Ｂ 汎用入力４ ０Ｖに接続でＯＮ 入力等価回路参照 
３Ａ 汎用入力５ ０Ｖに接続でＯＮ 入力等価回路参照 
３Ｂ 汎用入力６ ０Ｖに接続でＯＮ 入力等価回路参照 
４Ａ 汎用入力７ ０Ｖに接続でＯＮ 入力等価回路参照 
４Ｂ 汎用入力８ ０Ｖに接続でＯＮ 入力等価回路参照 
５Ａ 汎用出力１ ＯＮで０Ｖを出力 出力等価回路参照 
５Ｂ 汎用出力２ ＯＮで０Ｖを出力 出力等価回路参照 
６Ａ 汎用出力３ ＯＮで０Ｖを出力 出力等価回路参照 
６Ｂ 汎用出力４ ＯＮで０Ｖを出力 出力等価回路参照 
７Ａ 汎用出力５ ＯＮで０Ｖを出力 出力等価回路参照 
７Ｂ 汎用出力６ ＯＮで０Ｖを出力 出力等価回路参照 
８Ａ 汎用出力７ ＯＮで０Ｖを出力 出力等価回路参照 
８Ｂ 汎用出力８ ＯＮで０Ｖを出力 出力等価回路参照 
９Ａ ０Ｖ（入出力ＣＯＭ：ＣＮ１－２番ピンに接続） 
９Ｂ ０Ｖ（入出力ＣＯＭ：ＣＮ１－２番ピンに接続） 
１０Ａ ０Ｖ（入出力ＣＯＭ：ＣＮ１－２番ピンに接続） 
１０Ｂ ０Ｖ（入出力ＣＯＭ：ＣＮ１－２番ピンに接続） 
１１Ａ 使用不可 
１１Ｂ 使用不可 
１２Ａ 使用不可 
１２Ｂ 使用不可 

 
  出力、入力等価回路 
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４．通信データ 

 １）上位制御装置との通信制御はＲＳ２３２Ｃより行い、すべて上位制御装置からのコマンド 
   に対してレスポンスを返す事により制御を行います。 
 
 ２）データ基本構成 
 ①先頭データ@(40h)＋②コマンド（アスキー）＋③データ＋④終了コードCR(0Dh) 
 
 ３）コマンド一覧 

送信データ 受信データ（レスポンス） No. 
内容 ② ③ 内容 ② ③ 

正常受信 ＬＡ  １ 受入許可 Ｌ 領収金額 
アスキー６バイト 異常受信 ＬＮ  

正常受信 ＮＡ  ２ 受入禁止 Ｎ  
異常受信 ＮＮ  
正常受信 ＲＡ  ３ 釣銭払出 Ｒ 釣銭金額 

アスキー６バイト 異常受信 ＲＮ  
払出可能 ＴＡ  ４ 釣銭払出可 

不可 
Ｔ 釣銭金額 
アスキー６バイト 払出不可 ＴＮ  

正常受信 ＥＡ  ５ エスクロ開始 Ｅ  
異常受信 ＥＮ  
正常受信 ＣＡ  ６ 入金リセット Ｃ  
異常受信 ＣＮ  

７ ｺｲﾝﾒｯｸ､ﾋﾞﾙﾊﾞﾘ 
イニシャル 

Ｉ  レスポン

スなし 
  

正常受信 ＫＡ  ８ 硬貨払出 Ｋ 釣銭金額 
アスキー６バイト 異常受信 ＫＮ  

正常受信 ＢＡ  ９ 紙幣払出 Ｂ 釣銭金額 
アスキー６バイト 異常受信 ＢＮ  

10 汎用 I/O入力 Ｄ  入力 
データ 

Ｄ アスキー８バイト 

11 汎用 I/O出力 Ｐ 出力データ 
アスキー８バイト 

受信 ＰＡ  

正常受信 ＸＡ  12 エスクロ禁止 Ｘ  
異常受信 ＸＮ  

13 状態読み出し Ｍ  状態読出 Ｍ アスキー１７バイト 
14 状態読み出し 

（拡張） 
Ｖ  状態読出 Ｖ アスキー７５バイト 
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５．コマンド詳細 

 １）受入許可コマンド ＠Ｌ 領収金額アスキー６バイト CR 

   金額受入の許可をするコマンドです。金額の受入を許可します。 
   入金金額≧領収金額 になるまで受入を続行し条件を満たした時点で入金を禁止します。 
   許可中に返却レバーが押された場合、入金を禁止し返却レバーフラグをセットします。 
 
   本コマンドを受信し正常受信の時以下のようなデータを初期化します。 
   ①領収金額のセット 
   ②入金金額のクリア 
   ③エスクロ可能金額のクリア 
   ④動作フラグのセット 
   ⑤返却レバーフラグのクリア 
    （注）返却レバーは一度押されると、入金を禁止し本フラグをセットします。 
   
   レスポンス ＠ＬＡ CR 正常受信 
         ＠ＬＮ CR 異常受信 
 
 ２）受入禁止コマンド ＠Ｎ CR 
   金額の受入を禁止するコマンドです。 
   レスポンス ＠ＮＡ CR 正常受信 
         ＠ＮＮ CR 異常受信 
 

 ３）釣銭払出コマンド ＠Ｒ 釣銭金額アスキー６バイト CR 

   釣銭を払い出すコマンドです。モニタコマンドで釣銭払出可能かを確認して 
   その払出数値内で指定して下さい。 
   
   レスポンス ＠ＲＡ CR 正常受信 
         ＠ＲＮ CR 異常受信 
 

 ４）釣銭払出可不可コマンド ＠Ｔ 釣銭金額アスキー６バイト CR 

   釣銭の払出が可能か否かを確認するコマンドです。金額を設定しコマンドを発行すると 
   釣銭の払い出しが可能か判断しレスポンスを返します。 
   
   レスポンス ＠ＴＡ CR 釣銭払出可能 
         ＠ＴＮ CR 釣銭払出不可 
 
   （注）本コマンドは払出可能枚数を計算する物で入金中や払出中に発行した場合、誤差が 
      生じる場合があります。また、実際の釣銭払出コマンドを発行する場合はＭコマンド 
      等で状態を確定してから発行してください。 
 
 ５）エスクロ開始コマンド ＠Ｅ CR 
   内部保留の金額を返却するコマンドです。 
   レスポンス ＠ＥＡ CR 正常受信 
         ＠ＥＮ CR 異常受信 
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 ６）入金リセットコマンド ＠Ｃ CR 
   入金をリセットするコマンドです。入金を完了した場合にリセットするコマンドです。 
   動作は下記の通り 
   ①領収金額のクリア 
   ②入金金額のクリア 
   ③返却金額のクリア 
   ④動作フラグのセット 
   ⑤返却レバーフラグのクリア 
 
   レスポンス ＠ＣＡ CR 正常受信 
         ＠ＣＮ CR 異常受信 
 
   （注意）入金→釣銭又は払出等を行った場合は、最後に必ず入金リセットを行って下さい。 
 
 ７）コインメック、ビルバリイニシャルコマンド ＠Ｉ CR 
   コインメックビルバリを初期化するコマンドです。 
   レスポンスはありません 
 

 ８）硬貨払出コマンド ＠Ｋ 釣銭金額アスキー６バイト CR 

   釣銭を硬貨のみで払い出すコマンドです。拡張モニタコマンドで硬貨の釣銭払出可能数を 
   確認して、その数値内で指定して下さい。（上限は９９０円） 
   
  レスポンス ＠ＫＡ CR 正常受信 
        ＠ＫＮ CR 異常受信 
 

 ９）紙幣払出コマンド ＠Ｂ 釣銭金額アスキー６バイト CR 

   釣銭を紙幣のみで払い出すコマンドです。拡張モニタコマンドで紙幣の釣銭払出可能数を 
   確認して、その数値内で指定して下さい。（千円札のみ） 
   
   レスポンス ＠ＢＡ CR 正常受信 
         ＠ＢＮ CR 異常受信 
 
 １０）汎用 I/O入力コマンド ＠Ｄ  CR 
   汎用の入力を読込コマンドです。ＣＮ４の１～８ピンの入力状態を読み込む事が出来ます。 
   入力データはアスキーで上桁から１番ピン→８番ピンの順番に、ＯＦＦの時は“０”  
   ＯＮの時は“１“を返信します。 
   注）ＯＮとは入力の端子が０Ｖに接続されたとき。 
 

   レスポンス ＠Ｄ 入力データアスキー８バイト CR 

 
   例１）全部ＯＦＦ時のレスポンス 
      ＠Ｄ００００００００ CR 
 
   例２）ＣＮ４の１番と３番がＯＮ時のレスポンス 
      ＠Ｄ１０１０００００ CR 
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 １１）汎用 I/O出力コマンド ＠Ｐ 出力データアスキー８バイト CR 

   汎用の出力をＯＮ／ＯＦＦするコマンドです。ＣＮ４の９～１６ピンの出力をＯＮ／ＯＦＦ 
   するこ事が出来ます。 
   出力データはアスキーで上桁から９番ピン→１６番ピンの順番に、ＯＦＦする時は“０”  
   ＯＮする時は“１“を書き込みます。 
   注）ＯＮの時出力端子は０Ｖになります。 
 
   レスポンス ＠ＰＡ CR 
 
   例１）全部ＯＦＦ時のコマンド 
      ＠Ｐ００００００００ CR 
 
   例２）ＣＮ４の９番と１１番がＯＮ時のレスポンス 
      ＠Ｐ１０１０００００ CR 
 １２）エスクロ禁止コマンド ＠Ｘ CR 
 
   紙幣の入金に対しエスクロを禁止して動作します。紙幣は設定金額上限まで入金する事が 
   出来ます。コマンドは待機中に発行してください。途中での発行は誤動作します。 
   発行以後は紙幣エスクロは行わない仕様となります。また、エスクロ開始コマンド及び 
   紙幣払出コマンドは使用できなくなります。ＮＢＸ－１接続時のみ有効です。 
   
  レスポンス ＠ＸＡ CR 正常受信 
        ＠ＸＮ CR 異常受信 
 
 １３）状態読み出しコマンド ＠Ｍ CR 
   コインメックビルバリの状態を返信します。データは全てキャラクタ（アスキー）コード 
  

  レスポンス ＠Ｍ 入金金額６バイト 硬貨投入金額６バイト 

           動作フラグ 返却レバーフラグ 釣銭切れフラグ  

            エラーフラグ２バイト CR 

 
   ①入金金額 
    入金金額は投入された紙幣と硬貨の合計金額を返信します。 
 
   ②硬貨投入金額 
    硬貨投入金額を返信します。 
 
   ③動作フラグ 
    コインメック、ビルバリの動作状態を返信します。 
    “０”＝待機中 
    “１”＝入金許可中  入金許可コマンドで入金中の場合 
    “２”＝入金完了   入金許可で領収金額≦入金金額になった場合 
    “３”＝入金停止１  受入禁止コマンドで受入を禁止した場合 
    “４”＝入金停止２  返却レバーで受入禁止にした場合 
    “８”＝返却動作中  エスクロや釣銭を払い出している場合 
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   ④返却フラグ 
    “０”＝押されていない “１”＝一回でも押された場合 
 
   ⑤釣銭切れフラグ 
    “０”＝釣銭あり “１”＝釣銭切れ 
     硬貨の４金種の中一つでも釣銭が無くなった場合に“１”になります。 
 
    （注）釣銭切れの発生している場合は、釣銭払出可能金額は０になり領収金額＝入金金額 
       の条件で入金停止した時、入金リセットコマンドで終了となります。 
       領収金額＜入金金額の場合、釣銭が出ず領収は出来ませんのでエスクロ機能で返却 
 
   ⑥エラーフラグ 
    １バイト目 コインメック、ビルバリの機器エラー検出 
    “０”＝異常なし 
    “１”＝コインメック異常検出 
    “２”＝ビルバリ異常検出 
    “３”＝コインメック、ビルバリ異常検出 
 
    ２バイト目 コインメック、ビルバリの通信エラー検出 
    “０”＝異常なし 
    “１”＝コインメック異常検出 
    “２”＝ビルバリ異常検出 
    “３”＝コインメック、ビルバリ異常検出 
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 １４）状態読み出しコマンド（拡張） ＠Ｖ CR 
 
   コインメックビルバリの状態を返信します。 
 
   注）コインメック及びビルバリの状態を示す特定のフラグはＰＣＣＢ基板で受信したデータ  
     を加工せずに転送している為、過渡的なフラグの変化は反応しない場合もありますので 
     ご注意ください。各フラグの詳細はコインメック、ビルバリの仕様書を参照ください。 
     使用する機器によっては以下説明の該当しない場合がありますのでご注意ください。 
 
   レスポンス  

   ＠Ｖ 入金金額６バイト 硬貨投入金額６バイト 動作フラグ１バイト 

           返却レバーフラグ１バイト 釣銭切れフラグ１バイト  エラーフラグ２バイト 

      ¥10投入枚数2バイト ¥50投入枚数2バイト ¥100投入枚数2バイト   

          ¥500投入枚数2バイト 

      ¥10払出可能数2バイト ¥50払出可能数2バイト ¥100払出可能数2バイト 

          ¥500払出可能数2バイト 

      ¥10払出数2 ﾊﾞｲﾄ ¥50払出数2 ﾊﾞｲﾄ ¥100払出数2 ﾊﾞｲﾄ ¥500払出数2 ﾊﾞｲﾄ 

          コインメック状態データ２バイト コインメック異常データ６バイト 

          ¥1000投入枚数２バイト ¥5000投入枚数２バイト ¥10000投入枚数２バイト 

          ¥1000払出可能数２バイト ¥5000払出可能数２バイト ¥10000払出可能数２バイト 

          ¥1000払出数２バイト ¥5000払出数２バイト ¥10000払出数２バイト 

          ビルバリ状態データ６バイト ビルバリ異常データ２バイト    

          CR 
 
   ・入金金額 アスキー６バイト “００００００”～“９９９９９０” 
    入金金額は投入された紙幣と硬貨の合計金額を返信します。 
 
   ・硬貨投入金額 アスキー６バイト “００００００”～“９９９９９０” 
    硬貨投入金額を返信します。 
 
   ・動作フラグ アスキー１バイト 
    コインメック、ビルバリの動作状態を返信します。 
    “０”＝待機中 
    “１”＝入金許可中  入金許可コマンドで入金中の場合 
    “２”＝入金完了   入金許可で領収金額≦入金金額になった場合 
    “３”＝入金停止１  受入禁止コマンドで受入を禁止した場合 
    “４”＝入金停止２  返却レバーで受入禁止にした場合 
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    “８”＝返却動作中  エスクロや釣銭を払い出している場合 
    “９”＝コインメック、ビルバリの異常検出 
 
   ・返却フラグ アスキー１バイト 
    “０”＝押されていない “１”＝一回でも押された場合 
 
   ・釣銭切れフラグ アスキー１バイト 
    “０”＝釣銭切れ “１”＝釣銭切れ 
     硬貨の４金種の中一つでも釣銭が無くなった場合に“１”になります。 
 
    （注）釣銭切れの発生している場合は、釣銭払出可能金額は０になり領収金額＝入金金額 
       の条件で入金停止した時、入金リセットコマンドで終了となります。 
       領収金額＜入金金額の場合、釣銭が出ず領収は出来ませんのでエスクロ機能で返却 
 
   ・エラーフラグ 
    １バイト目 コインメック、ビルバリの機器エラー検出 
    “０”＝異常なし 
    “１”＝コインメック異常検出 
    “２”＝ビルバリ異常検出 
    “３”＝コインメック、ビルバリ異常検出 
 
    ２バイト目 コインメック、ビルバリの通信エラー検出 
    “０”＝異常なし 
    “１”＝コインメック異常検出 
    “２”＝ビルバリ異常検出 
    “３”＝コインメック、ビルバリ異常検出 
 
   ・￥１０ 投入枚数  アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥５０ 投入枚数  アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥１００投入枚数  アスキー２バイト “００”～“９９”   
 
   ・￥５００投入枚数  アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥１０ 払出可能数 アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥５０ 払出可能数 アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥１００払出可能数 アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥５００払出可能数 アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥１０ 払出数   アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥５０ 払出数   アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥１００払出数   アスキー２バイト “００”～“９９” 
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   ・￥５００払出数   アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
 
   ・コインメック状態データ アスキー２バイト “００”～“ＦＦ” 
    コインメックの状態を示すデータを送信します。 
    データは１バイトのバイナリーデータをアスキー２バイトで送信します。 
 
     ＭＳＢ                            ＬＳＢ 

７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
 
 

ビット７ 

つり銭合わせSW 
 
１：つり銭合わせスイッチがONの状態 
 
０：つり銭合わせスイッチがOFFの状態 
 
本ビットは、コインメックのつり銭合わせスイッチがONにな
ったときセットされる。本指令に基づき、主制御側でつり銭の

増加分の払い出し及び、つり銭の不足分表示を行う。 

ビット６ ０固定 

ビット５ 

クリア済み 
 
１：金種別投入コイン枚数データ、金種別払い出し枚数データ 
  をクリアした時 
 
０：上記以外の状態 

ビット４ 

払い出し終了 
 
１：つり銭の払い出しが終了した場合（自動つり銭合わせの 
  払い出し含む）自動つり銭の払い出し中に主制御から 
  強制的に払い出しが停止（自動つり銭払い出しフラグ 
  “0”となる）となった場合、払い出し途中のコインを 
  払い出し後 本フラグを“1”に致します。 
 
０：上記以外の状態 

ビット３ 

返却スイッチON 
 
１：返却操作スイッチがONの状態 
０：返却操作スイッチがOFFの状態 
 
  返却操作スイッチがONの状態および本ステータスを 
  正常に送信するまでの間はCREM OFFし“1”に 
  セットします。 
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ビット２ 

つり銭払い出し可能 
 
１：つり銭払い出し可能状態 
 
０：つり銭払い出し不可能状態 
 
  CREM OFF命令を受けた後、金種別投入コイン枚数 
  データが変化しうる時間を経過し、つり銭払い出しが 
  可能となったら“1”となります。また、本ステータスは、 
  投入金クリア命令、CREM ON命令、返金金額データ 
  及び自動つり銭払い出し命令のいずれかを受信した時 
  リセットされます。 

ビット１ 

インベントリー中 
 
１：インベントリー動作状態 
 
０：インベントリー動作状態以外の状態 
 
  インベントリー制御は、コインメック自身で行います。 
  但し、つり銭の払い出し開始から投入金クリア命令を受信 
  するまでは、インベントリー動作は不可と致します。 
  （自動つり銭合わせの払い出し含む） 

ビット０ 

CREM ON 
 
１：CREM ON状態 
 
０：CREM OFF状態 
 
  システムスタート時、“0”にセット致します。 

 
 
 
   ・コインメック異常データ アスキー６バイト “００００００”～“ＦＦＦ０００” 
 
    コインメックから送信される異常ステータスデータ。 
 
    データは３バイトのバイナリーデータをアスキー６バイトで送信します。 
 
     データ① アスキー１～２バイト目 “００”～“ＦＦ” 
     ＭＳＢ                            ＬＳＢ 

７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
 
     データ② アスキー３～４バイト目 “００”～“Ｆ０” 
     ＭＳＢ                            ＬＳＢ 

７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
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     データ③ アスキー５～６バイト目 “００”固定 
     ＭＳＢ                            ＬＳＢ 

７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
 
 
     データ①内容 
 

ビット７ ０：固定 

ビット６ 

１００円エンプティスイッチ異常 
 
１：１００円エンプティスイッチが異常な状態 
  １００円の保留記憶枚数が２０枚以上あるにも拘わらず、 
  １００円エンプティスイッチがつり銭なし状態となって 
  いる場合に“１”となる。 
  １００円満杯検知スイッチが満杯状態を検知している 
  にも拘わらず、１００円エンプティスイッチがつり銭なし 
  状態となっている場合に“１”となる。 
 
０：１００円エンプティスイッチの異常が検知されてない状態 

ビット５ 

５０円エンプティスイッチ異常 
 
１：５０円エンプティスイッチが異常な状態 
  ５０円の保留記憶枚数が２０枚以上あるにも拘わらず、 
  ５０円エンプティスイッチがつり銭なし状態となって 
  いる場合に“１”となる。 
  ５０円満杯検知スイッチが満杯状態を検知しているにも 
  拘わらず、５０円エンプティスイッチがつり銭なし状態と 
  なっている場合に“１”となる。 
 
０：５０円エンプティスイッチの異常が検知されてない状態 

ビット４ 

１０円エンプティスイッチ異常 
 
１：１０円エンプティスイッチが異常な状態 
  １０円の保留記憶枚数が20枚以上あるにも拘わらず、 
  １０円エンプティスイッチがつり銭なし状態となって 
  いる場合に“1”となる。 
  １０円満杯検知スイッチが満杯状態を検知しているにも 
  拘わらず、１０円エンプティスイッチがつり銭なし状態と 
  なっている場合に“1”となる。 
 
０：１０円エンプティスイッチの異常が検知されてない状態 
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ビット３ 

アクセプター異常 
 
１：硬貨選別機が異常な状態 
 
０：硬貨選別機の異常が検知されていない状態 

ビット２ 

金庫満杯信号出放し（キャッシュ詰まり） 
 
１：金庫満杯信号を検知した場合 
 
０：金庫満杯信号が検知されていない場合 
 
※キャッシュボックス詰まり検知機能（オプション）付きの 
 機種に適用。 

ビット１ 

動作化 
 
１：代表異常が“1”で、動作（コインの受入れ、つり銭の 
  払い出し）可能な状態10円、50円、100円のエンプティ 
  スイッチ異常の場合、本ビットは“1”となる。 
 
０：上記以外の状態 

ビット０ 

代表異常 
 
１：コインメックに異常がある状態 
 
０：コインメックの異常が検知されていない状態 

 
 
     データ②内容 
 

ビット７ 

パルススイッチ異常 
 
１：パルススイッチが異常な状態 
  ５００円の払い出し硬貨がパルススイッチ上で停止した 
  場合に“１”となる。 
 
０：パルススイッチが正常な状態 

ビット６ 

セーフティスイッチ異常 
 
１：セーフティスイッチが異常な状態 
  カセットチューブが外れている場合に“1”となる。 
 
０：セーフティスイッチが正常な状態 
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ビット５ 

コイン払い出し不良 
 
１：コインの払い出し動作が異常な状態 
  払い出しモーターのロック等により、規定時間内に1回の 
  払い出し動作が出来なかった場合に“1”となる。 
 
０：コインの払い出し動作に異常が認められない状態 

ビット４ 

返却スイッチ異常 
 
１：返却操作スイッチが異常な状態 
  返却レバーが30秒間連続で押されている場合に“1”と 
  なる。 
 
０：却操作スイッチの異常が検知されていない状態 

ビット３ ０：固定 

ビット２ ０：固定 

ビット１ ０：固定 

ビット０ ０：固定 

 
 
 
   ・￥１０００  投入枚数  アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
     注）￥１０００円紙幣の投入枚数はビルバリのデータではなく、引き込んだ紙幣の 
       枚数も合計して反映します。 
 
   ・￥５０００  投入枚数  アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥１００００ 投入枚数  アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥１０００  払出可能数 アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥５０００  払出可能数 アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥１００００ 払出可能数 アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥１０００  払出数   アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥５０００  払出数   アスキー２バイト “００”～“９９” 
 
   ・￥１００００ 払出数   アスキー２バイト “００”～“９９” 
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   ・ビルバリ状態データ アスキー６バイト “００００００”～“ＦＦ８７００” 
 
    ビルバリから送信されるステータスデータ（故障状態を除く） 
    データは３バイトのバイナリーデータをアスキー６バイトで送信します。 
 
     データ① アスキー１～２バイト目 “００”～“ＦＦ” 
     ＭＳＢ                            ＬＳＢ 

７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
 
     データ② アスキー３～４バイト目 “００”～“８７” 
     ＭＳＢ                            ＬＳＢ 

７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
 
     データ③ アスキー５～６バイト目 “００”固定 
     ＭＳＢ                            ＬＳＢ 

７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
 
 
     データ①内容 
 

ビット７ 

返金動作中 
 
１：紙幣の返金を行っている状態 
 
０：上記以外の状態 
 
  偽札等の自動返却時も“1”とする。 
  途中で詰まった場合は、異常データを異常データ有りとし 
  動作中は“0”に戻す。 

ビット６ 

集金動作中 
 
１：紙幣の収金を行っている状態 
 
０：上記以外の状態 
 
  途中で詰まった場合は、異常データを異常有りとし動作中 
  は“0”に戻す。 
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ビット５ 

識別動作中 
 
１：紙幣の識別を行っている状態 
 
０：上記以外の状態 
 
  識別中（真券信号出力前）に主制御より受入禁止命令を 
  受けた時は、本ステータスをリセットし、そのまま返金 
  動作に移る。 
  途中で詰まった場合は、異常データを異常有りとし動作中 
  は“0”に戻す。 

ビット４ 

クリア済み 
 
１：金種別挿入紙幣枚数データ、および金種別払い出し枚数 
  データをクリアした場合 
 
０：上記以外の時 
 
  本ステータスを正常に送信するまでの間は、“1”として 
  クリア済みを送信する。 

ビット３ 

払い出し終了 
 
１：つり札の払い出しが終了した状態 
 
０：上記以外の状態 
 
  本ステータスは、挿入金クリア命令でリセットされる。 
  また、返金中札詰まり等でその後の動作継続が不可能な 
  場合はリセットしない。 

ビット２ 

後続金無し 
 
１：後続金無し状態 
 
０：上記以外の状態 
 
  紙幣受入れ禁止命令を受けた後、金種別挿入紙幣枚数 
  データが変化しうる時間を経過し、つり札枚数、 
  および挿入紙幣枚数が確定したら、『後続金無し』と 
  みなし、本ステータスを“1”とする。 
  本ステータスは、挿入金クリア命令、紙幣受入れ命令、 
  返金金額データのいずれかを受信した時リセットされる。 
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ビット１ 

紙幣回収中 
 
１：紙幣回収状態（スタッカーの裏蓋が開いている時） 
 
０：紙幣回収以外の状態 
 （スタッカー部の裏蓋が閉じている時） 
 
  スタッカーが開いている場合は、回収中としてスタッカー 
  異常フラグは立てない。 

ビット０ 

紙幣受入れ 
 
１：紙幣受入れ可状態 
 
０：紙幣受入れ禁止状態 

 
     データ②内容 
 

ビット７ 

引き抜き 
 
１：ビルバリで紙幣の引き抜きを検知した状態 
 
０：上記以外の状態 
 
  ビルバリで紙幣の引き抜きを検知した時は、上記ビットを 
  “1”とする。この時、代表異常ビットはセットしない。 
  ただし、その時の紙幣挿入枚数、紙幣払い出し可能枚数の 
  データはクリアせずそのままとし、クリア指令でクリア 
  する。 
  上記ビットがセットされている場合は、ビルバリ独自で 
  紙幣の受入れを禁止する。 
  また、受入れを可能として復帰する時は、上記ビットを 
  クリアする。 
  復帰のタイミングについては、下記内容になる。 
 
  ①札詰まり等がない状態で、スタッカーが開閉された時 
  ②引抜きビット“1”の状態から30分経過した時 
  ③電源をOFF/ONした時 
  ④SYNリセットを受けた時 
 
  尚、上記状態で本仕様以前の主制御でも中止ランプを点灯 
  させる為に“引抜きビット＝1”（引き抜きが検知されて 
  いる状態）の時に、主制御からの“クリア命令”を受信 
  した場合は、“挿入紙幣枚数データ”および“つり札枚数 
  データ”をクリアし、“クリア済み＝1”で送信した後に 
  “異常データ”の“代表異常”と“識別部異常”を“1” 
  で送信する。 
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ビット６ ０：固定 

ビット５ ０：固定 

ビット４ ０：固定 

ビット３ ０：固定 

ビット２ 

￥１０，０００紙幣受入れ 
 
１：￥１０，０００紙幣受入れ可能状態 
 
０：￥１０，０００紙幣受入れ不可能状態 

ビット１ 

￥５，０００紙幣受入れ 
 
１：￥５，０００紙幣受入れ可能状態 
 
０：￥５，０００紙幣受入れ不可能状態 

ビット０ 

￥１，０００紙幣受入れ 
 
１：￥１，０００紙幣受入れ可能状態 
 
０：￥１，０００紙幣受入れ不可能状態 

 
   ・ビルバリ異常データ アスキー２バイト “００”～“ＦＦ” 
 
    ビルバリから送信される異常ステータスデータ 
    データーは１バイトのバイナリーデーターをアスキー２バイトで送信します。 
 
     ＭＳＢ                            ＬＳＢ 

７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
 
 

ビット７ 

金庫満杯 
 
１：紙幣用金庫の満杯を検知した状態 
 
０：紙幣用金庫の満杯が検知されていない状態 

ビット６ ０：固定 
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ビット５ 

紙幣払い出し異常 
 
１：紙幣の払い出し動作が異常な状態 
 
０：紙幣の払い出し動作に異常が認められない状態 
 
  主制御部からの指令により返金動作に入り、つり札払い 
  出し枚数に加算以前の詰まり等の払い出し異常となった 
  時出力する。 

ビット４ 

札詰まり 
 
１：紙幣の詰まりが検知された状態 
 
０：紙幣の詰まり認められない状態 
 
  挿入時の詰まり、自動返却時の詰まり、払い出し枚数に 
  加算後の詰まり等、主制御部側に金額計算で影響を与え 
  ない場合の詰まり時に出力する。 

ビット３ 

スタッカー異常 
 
１：スタッカーの異常を検知した状態 
 
０：スタッカーの異常が検知されていない状態 

ビット２ 

識別部異常 
 
１：紙幣識別部の異常を検知した状態 
 
０：紙幣識別部の異常が検知されてない状態 

ビット１ 

動作可 
 
１：代表異常が“1”で、動作（紙幣の受入れ、つり札の払い 
  出しの両方）可能な状態 
 
０：上記以外の状態 

ビット０ 

代表異常 
 
１：コインメックに異常がある状態 
 
０：コインメックの異常が検知されていない状態 
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６．外形図 

 

 

 

 注）コネクタ接続時の高さは含んでいません 

 

  ①基板（ｔ＝1.6 ガラエポ両面） 

  ②電源供給コネクタ（ＤＣ２４Ｖ） 

  ③④コインメック、ビルバリ接続コネクタ 

  ⑤入出力コネクタ 

  ⑥上位ＲＳ２３２Ｃ通信コネクタ 

  ⑦コインメック，ビルバリ通信モニタＬＥＤ 

  ⑧シリアル番号（製品ごとに番号が変わります） 

  ⑨ＲＯＭ（ソフト）管理番号（ソフト変更等があった場合、追い番Ａ～Ｚ等の変更あり） 
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７．別売オプション 

 １）電源コネクタケーブル ＰＣＣＢ用           （図番：ＳＥ０３９１＊） 
 ２）コインメック，ビルバリ接続用変換ケーブル ＰＣＣＢ用 （図番：ＳＥ０３９２＊） 
 ３）ＲＳ２３２Ｃ通信用コネクタケーブル ＰＣＣＢ用    （図番：ＳＥ０３９３＊） 
 ４）入出力コネクタセット ＰＣＣＢ用           （図番：ＳＥ０３９４＊） 
  注）図番の＊は、変更用追い番（なし、Ａ～Ｚ） 

 

８．取扱いの注意 

 １）基板に近くや、配線の近くにはノイズの発生する装置等を取り付けない様にしてください。 
   どうしても近くなる場合は基板を板金等で覆ってノイズを受けない様にしてください。 
 
 ２）基板の取付は指定された取付穴以外は使用しないで下さい。又、取付穴の 
   中心から直径４ミリ以上には金属等接触しないようにして下さい。 
 

９．法令・規格等 

 ＲｏＨＳ指令対応 
  下記対象物質の意図的使用がないこと 
  （欧州ＲｏＨＳ指令の規制除外項目（高融点ハンダに含まれる鉛等）は除く） 
 
  1. カドミウム、カドミウム化合物 
  2. 六価クロム、六価クロム化合物 
  3. 鉛、鉛化合物 
  4. 水銀、水銀化合物 
  5.ポリ臭化ビフェニール類（PBB類） 
  6.ポリ臭化ジフェニルエーテル類（PBDE類）
 

１０．その他 

  本書の内容ならびに製品の仕様は、改善のため予告なく変更することがあります。 
  あらかじめご了承ください 
 

１１．改訂履歴 

   ２０１１年 ２月１６日 作成 
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